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廃棄物減量等推進審議会会議 会議結果 

会 議 名 第５回木津川市廃棄物減量等推進審議会 

日 時 平成２７年２月１３日（金）午後２時から 場 所 
木津川市役所 第２北別館 

２Ｆ会議室 

出 席 者 

委 員 

■…出席 

□…欠席 

■郡嶌委員（会長）、□浅利委員（副会長）、 

■石﨑委員、■宗形委員、■山田委員、■伊原委員、■木村委員、 

■戎崎委員、■立花委員、■水野委員、■中島委員、■新井委員、 

□石田委員、■近原委員、■福島委員、□森 委員、■山本委員 

その他 

出席者 
傍聴人：なし 

庶 務 

生活環境部 駒野部長、金森次長 

まち美化推進課 秋元係長、豊田係長、大西主査、田中主事 

クリーンセンター建設推進室 山本室長 

議  題 

１  開 会 

 

２  会長あいさつ 

 

３  議 事 

（１）第４回廃棄物減量等推進審議会会議結果について 

（２）審議事項 

① 更なるインセンティブを付与した効果的な取組みの推進について 

 

４  その他 

（１）次回審議会の開催日程について 

平成２７年５月１８日（月）午後１時から 

木津川市役所 

 

５  閉 会 

  

No.1 平成 27 年 2 月 13 日 

廃棄物減量等推進審議会 



2 

 

会議経過 事 務 局 

（進行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみません。それでは、失礼をいたします。 

定刻を少し過ぎましたが、ただいまから第５回木津川市廃棄物減量等推進審

議会を開催させて頂きます。委員の皆様方には、大変お忙しい中、ご出席をい

ただきまして、篤くお礼を申し上げます。本日、司会をさせていただきます、

まち美化推進課の金森でございます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

それでは、座って失礼をします。 

それでは、議事に入ります前に、まず初めに資料の確認をさせていただきた

いと思います。本日の資料につきましては、事前に送付をさせていただいてお

りますけど、資料の右側に資料ナンバーの方を確認していただきたいと思いま

す。まず最初に、本日の会議次第でございます。続きまして№１として、第４

回の審議会の会議結果（案）でございます。続きまして№２、廃棄物減量等推

進審議会の議事の流れでございます。続きまして№３、更なるインセンティブ

を付与した効果的な取組みの推進について、でございます。資料につきまして

は以上でございますが、皆さんよろしかったでしょうか。はい、ありがとうご

ざいます。 

それでは、審議会を進行するに当たりまして、皆様にお願い事でございます。

携帯電話につきましては、電源をお切りいただくかあるいはマナーモードに切

り替えをお願いしたいと思います。また、この本日の審議会につきましては、

運営内規によりまして原則公開とさせていただいております。 

次に、本審議会の成立状況についてご報告をさせていただきます。木津川市

廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例施行規則第６条第２項の規定により

まして、会議は委員の半数以上の出席により、開催することができると規定を

しております。本日は委員１７名中、１５名のご出席をいただいており、会議

は有効に成立しておりますことをご報告申し上げます。 

それでは、次に郡嶌会長からご挨拶並びに議長としての議事の進行、よろし

くお願いを申し上げます。 

 

皆さん、こんにちは。お寒い中、また今回はいつもの場所と違って、戸惑わ

れた方もいらっしゃるかもしれませんが、私もその一人ですけども。こんな所

があるとは、思いませんでした。 

今まで４回ほど、皆さん方のご議論いただきました。特に４回目から少しず

つ、いわゆるインセンティブを含めた形、どうしていったらいいのかという形

の議論に入り、特に４回においては生ごみを中心にした減量化のシステム、こ

れは色々なシステムがあるだろうと。家庭でやる、それから学校単位でやる。

あるいはもう少しまち全体でやっていくために何らかの関係団体との連携を取

りながら。つまり、言い換えると各家庭からだけではなく、まちぐるみでこの

ごみの減量化に取組んでいくというような方向でのご意見あるいはご示唆をい

ただきました。 

もう一つ、併せて行政の役割、役割と言いますかリーダーシップを発揮して

いただいて、より強力にこれを進めていくということについてもご議論をいた

だきました。そういう面で今日はそれを更に進めて、色んなそういう施策を進

めていく上において、やれるところ、すぐにでもやれると言いますか、やる気

になればやれるところと、ある程度初期投資が必要なものが必要になってくる。

どうやって更なる減量化の方向を進めていくかということで、皆様方の議論あ

るいはご意見をいただきたいと思っております。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

それからもう一つですね、いつもやっていますように、審議会の運営内規第

５条に依りますと、私の方から第５回、今回の審議会の会議録に署名人を指名

することとなっています。これは名簿順ということで、今回は木村委員にお願

いをしたいと思いますけども、よろしゅうございますでしょうか。 
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事 務 局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

はい。 

 

それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

それからもう一つ、先程資料確認がございましたけども、この本日配布され

ております資料につきましては、原則として公開ということさせていただきた

いですけど、よろしゅうございますでしょうか。 

 

はい。 

 

はい。そしたら公開とするとさせていただきたいと思います。 

それでは早速でございますけども、議事次第に沿いながら、議事を進行させ

ていただきたいと思います。まず一つはですね、第４回、前回の審議会の会議

結果についてということで、事務局からよろしくお願いします。 

 

事務局説明省略 

（№２：廃棄物減量等推進審議会の議事の流れ） 

（第４回廃棄物減量等推進審議会における意見等の要旨・趣旨） 

（№１：第４回廃棄物減量等推進審議会会議結果（案）） 

 

はい、ありがとうございます。 

今ですね、第４回の審議会の内容の要旨については、事務局の方から上手く

まとめていただきましたけれども、基本的にそれは、今皆さん方のお手元にあ

ります№１の資料、これは当日の会議で皆さん方からご発言をいただいた分を

筆起こししてもらったものですけど、もしもですね修正点、私の言っている主

旨が違うよということがあれば、次回の審議会までに事務局の方まで修正の方、

申し出ていただきますよう、よろしくお願いしたいと思います。この件に関し

まして、何かご意見等ございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

はい。そしたらですね、早速でございますけど、今日の本来の審議事項でご

ざいます、更なるインセンティブを付与した効果的な取組みの推進について、

ということで議論をしていきたいと思います。まず、事務局の方から前回の議

論も踏まえた上でどういう形で更に進めるべきか、資料に基づきながらですね、

ご説明をいただいた後、質疑応答及びご意見をいただきたいと思います。そし

てら、事務局の方、よろしくお願いしたいと思います。 

 

事務局説明省略 

（№３：更なるインセンティブを付与した効果的な取組みの推進について） 

 

はい、ありがとうございます。 

それではですね、早速でございますけど、ただいまの説明に対しまして、ご

質問等ございましたら、あるいはご意見等ございましたら、遠慮なくご質問お

願いしたいと思います。 

基本的に計画としてはですね、個々の取組み、それを何とか地域あるいは学

区単位での取組みに上げていって、最終的には木津川市全体のまちづくりある

いは地域づくりに役立てるような形で、単にごみを減らすということだけでは

なくて、まちづくりあるいは新しい産業との連携あるいは学との連携と言いま

すか、産官学の形の中の連携の中で新しいまちづくりを進めていこうというよ

うな形での取組みの計画を打ち出してはどうかということでございます。 

 

失礼いたします。 

大変色んなことを記入していただきまして、今後期待をしているところであ

りますけれども。敬意を表します。 
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その中で、私が見ておりますのが生ごみの中で非常に水分が多い。冬場でも

水分が多いということは、非常にこの頃多く感じております。その中でやはり、

水切りですね、使い切りとか、この京都市のこれ「地球温暖化防止計画」とい

うものが出てるんですけど、その中でこれを見ておりますと、生ごみ三切り運

動ということでね、出しておられます。やはり、水分が非常に多くあるという

ふうに私も認識をしておりまして、今後この対策をですね、これは燃料費であ

るとかあるいは炉の方に対しても非常に悪影響が出てくるというように思いま

すので、この使い切る食材は使い切るためのご手法を先程から次長さんの方か

ら話ありましたんけど、食べ切りをする学校、あるいは家庭でも取組みをして

いく。ごみとして出す前に水切りを必ず行うということを、これ住民の方々に

色々な方法を通じて、やはりこれは炉や先程も言いましたが、燃料費に関わっ

てくるということを、やはり１㎏当たりどの位の水切りをすることによって、

これはいわゆる経費が安くなるということも難しいかしれませんけども、これ

出ますような感じがしますので、出せるように思います。だから、その辺につ

いて何らかの方法をしていったらどうかなと思っております。 

それから学社連携と言うんですか、そういうことも非常に大切やと思うんで

すけども。見ておりますと、ステーションの方はこの前も環境まつりというこ

とで、ちょっと参加させていただいたんですけど、車を置ける所がないんです

よね。ああいうイベントをちょっとやりますと。やはり、そういうような時に

は加茂支所ですね。加茂支所とかは、非常に駐車場とかが多く取っておられま

すんので、よく色んな市の団体の会議等されておられますけど、やはりその中

でそういった大きなイベントなどにつきましては、駐車場ある中で、駐車場こ

の位ありますからこの位はいけますんやということ、人が集まってもらっても

いいんやというＰＲをしながら、やっていただいたらどうかなと。 

それからもう一つは、支所の中に図書館があります。この図書館とそういっ

たいわゆるステーションとですね、タイアップちゅうんですか、コラボしてい

って、そこのいわゆる本、環境に関する本、そういったものとかあるいは子供

たちの作品を作った環境にまつわる、そういうものを展示するとか。という方

法を年に何回か、やってみたらどうかと。ほんで、我々につきましても、そう

いうところにはお手伝いするとか、そういうような方向を考えていったらどう

かなと思います。 

それから雑紙の分別リサイクルにつきまして、取組みをしようとやっていた

だくのは非常にありがたく思っております。今も思っとるんですけど、いわゆ

るカラー印刷がしたものは、昔は出せないということがあったんですけども、

○○委員さんに前回聞きますと、これは出していただいても今はよいというこ

とですので、そういったことのＰＲをしていただいて。今、捨てている方がお

られます。見てましたら。やはり、そういう雑紙の中のカラー印刷をしてたか

て、出しても結構ですよとか、というようなことを一つそういうＰＲをですね、

お願いしたいなと思います。 

それから２７年度の予算ということで、非常に盛り沢山。前進的な取組みを

されるということになる。大変、敬意を表します。ごみを無くする、いわゆる

環境に優しい社会ですね。それから環境に優しい住まいをですね。そういった

ことを取組みしていただくということで喜んでおるんですけども、もう一つ地

域長の先程も話が載っておりますけども、地域長というものにつきまして、や

はり行政の方と位置付けをされているということなんですけど、その辺につき

まして、やはり地域長さんの地域との連携ということで、パイプ役をもう少し

そういうごみ等につきましては、一つお願いをしたいと思います。 

それから子供たちの考え方が非常に変わってくると、私はこれで思うんです

けど。その点で学校教育ですね、学校の方でごみを見てますと、やはり雑草や

ら葉っぱですね、樹木少し摘採されたようなものが非常に沢山出ておりますの

で、このようなものにつきましてはＰＴＡの方で相談していただいて、堆肥化
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ですね、茶畑とかそういった農作物を作っておられるところに。私も昔ちょっ

と役員をしてた時に、ＰＴＡの、茶畑の方にそういった学校で出てきた葉っぱ

類あるいはそういう除草類を運んで、堆肥にしていただいたという経緯もあり

ますので。今は全部、一般廃棄物の方に、可燃ごみの中に入っておりますので、

その辺の連携等も少し考えていっていただいたら、どうかなと。今、若干思わ

していただいたことは以上です。よろしくお願いします。 

 

はい。ありがとうございました。 

事務局から何か、今のものにレスポンスか何かはありますか。 

 

はい。それでは、失礼をいたします。 

かなり適切なご意見を頂いたというふうに考えておるところです。特に水切

りのことにつきましては、これまでから「もったいないプラン」での分析・調

査の中でも大きな位置付けであったと思います。そういったことで、廃棄物減

量等推進委員の皆様方ともご連携をしながら、特に「ぎゅっとひとしぼり運動」

でありますとか、そういったソフト対策をしっかりと進めていただいていると

ころでもありますし、私共もそういった情報をしっかり発信していけるような

工夫は必要だというふうに考えているところであります。 

その他、沢山頂いた訳でありますけども、やはり広く市民の皆様方への情報

提供というのは大切であると考えておりますので、十分参考させていただいて、

進めさせていただきたいと思っております。以上です。 

 

はい。どうぞ 

 

私たち、私は廃棄物減量等推進員をやらしてもらっているんですけど、ぎゅ

っとひとしぼり運動を私たちの年間のそういう行事をするためにある所を借り

たり、前回はやましろまつりの時にぎゅっとひとしぼり運動とごみの分別など

をやりました。でも、私たちリサイクル研究委員だけやってんのには人数が足

りなさ過ぎると思います。人数をどのように増やしていって、これを私たちだ

けの問題じゃなくて、行政の方も一応来てもらってますけど、ある意味でもう

少し行政の人も力を貸していただきまして。一箇所じゃなくて、あちこちでも

私たちだけじゃ人数が足りなさ過ぎて、あまりにもできるのが回数少ないです

ので、できたら一応そういうイベントとかある時に、その場所でぎゅっとひと

しぼり運動を生ごみ分別とかそういうことやってますことを私たちの廃棄物減

量等推進委員だけじゃなくて、行政の方からも手助けしていただいて、何人か

この日は出ていただくとかそういう形式を取っていただければ、更に普及率が

高まるんじゃなかろうかと思いますので、現在はやってますけども人数不足で

困っておりますので、そういう点をどういうふうに人数を増やしていくかとい

うことを私は考え、皆さんの良い知恵を借りまして、増やしていきたいなあと

思っております。以上です。 

 

はい。ありがとうございます。 

先程ありましたようにですね、前々回の中では、僕はこれをかなり大きなテ

ーマとして取り上げてですね。チラシも作っていただいて、各戸配布をしたん

ですけも。是非ともこれは継続しなくちゃいけない問題ですし、かなり絞られ

ると、先程から出てますように焼却費の節約とか、そういうことに繋がってく

るんだということにある意味では、もう少し行政が説明する必要があるかもし

れませんね。何のためにやってんだという形で、こんな手間かけることが何に

なってるんだというふうに疑問を持たれたら、中々進みませんので、そこ関係

を少しですね、少し明快に広報か何かで繋げられるというのが一つあり得るだ

ろうと思います。以上でございます。 
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他に。どうぞ。 

 

まず、報告の感想ということで。全般としてですね、非常にまち美化の皆さ

ん、頑張っていただいたということで、評価いたしております。一つ一つです

ね、前回の討議ですね、二日程かけて読み直したんですけども、会長の意見な

りを非常によくまとめていただいてですね、その辺で一定の努力ということは

認めるんですけど。 

例えば、講習会何かとかでね、一定のやる場合につきまして、モニター制度

ということをやっていくということや。それから学校につきましてもね、城山

台小学校をエコ・スクールとしてやっていくという色んな提案ございまして、

予算化についてもやっていくということで。もう一つ踏み込んでいただきたい

のが、学校につきましてもね、城山台小学校だけ違ごて。私、この間の質問で

ですね、学校さんの残飯はどうしてはるんですかということで、事務局さんの

方に聞きましたら、「いや分かりません。普通の燃やすごみに出してはる。」と

いうことで、これで非常にがっかりしましてね、棚倉小学校であろうが他のい

ろんな中学校におきましても、そういうふうなごみが出ます。これにつきまし

ては、城山台小学校だけ違ごてですね、一遍、皆で考えてやってみようやない

かということでね。まち美化の方から考えよと言うのと違ごてですね、校長先

生含めて地域も含めて、やっていこうという、そういう気運が一番大事なんで

すけど。これにつきましてね、城山台小学校だけ違ごて、来年から全小中学校

ですね、私立も含めましてね、やっていこうというＰＲですね、呼びかけ。こ

れで頑張っていただきたいと思います。 

それからこの中で、学校における環境活動における報酬制度・ポイント制度

ということでね、予算ではということで話したんですけど、実際に生ごみなん

かごみ回収が有料化になりました場合にですね、学校につきましては水道とか

電気と同じようにそういう予算数値になると思うんですね。それ以上出せへん

とか、そういうことになるんと思うんですけども。それは将来の話になると思

うんですけどね。一定のポイント制度ということ、これについてはね、一般市

民についてもやっぱり頑張っていただいている地域とかサークルあるいは個人

についてね、そのいわゆるポイント制度いうんかな、その辺を将来的に施行し

ていただいたら、どうかなと思います。 

それから先程、水切りにつきまして○○委員の方から推進委員の方で本当に

数は少ないですけども、やましろまつりとか色んなイベントでやってはりまし

て、こういう環境の関係でですね、いろんな京都府南部にグループあります。

まあ、あくまでも任意団体ですけど。こういういろんなものの再利用とかとい

うことで非常に毎月毎月やってはって、この辺の水切りにつきましてはね、や

っぱり部長でもいいし市長でもいいし、何かイベントでね、何と言うか市長や

ってるんやでということでね、そういうことような何か、広報のあり方と言う

かね、そういうようなパフォーマンス。これが必要なんじゃないかと思います。 

ほんで、ごみを減らすということ、水が相当多いということ、これはもう資

料に出てるんやからな。そういったパフォーマンスや広報を活かしていくとい

うね、そういった取組みをもっとなさっていいんやないかと。 

それから最後に、何と言うか、私の意見がまだまだ理解していただけないの

が。どういうことかと言うと、この間も中央体育館で免許証の更新がある訳で

すね、それが１１月やったか１０月やったか忘れましたけどね。秋に落ち葉を

集めてはりまして、これはどうなるんかなあ、多分燃えるごみかなあと。その

辺につきましてもね、公園課とか、色んな秋とか冬には落ち葉が出ます。これ

については堆肥化するとかね、そういう学校だけ違ごて公園課あるいは税金と

かそういう職場におきましてはですね、雑紙の関係で私たちなんかも税金それ

からクレジットの請求が一杯来ます。これはシュレッダーでやっても、燃える

ごみに出す場所がない。この辺についてもね、庁内でもそういった守秘義務の
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処理なんかがあるんやけど、それがどういう形でね、いや、やっぱり活用して

いかなあかんということでやってはるんか。その辺の指針ちゅうんかね。一番

最初に組織作りということで、提案が出ていますけれども、この組織作りにつ

きましてはですね、やっぱり地域のそういう組織もあるねんけども、まち美化

さんがですね、そういったごみ減量の推進のそういった本部というか、そうい

う固い意識に基づきましてね、地球温暖化等のその辺の目標も含めてですね、

来年については何％減らしていくんやと。そういうような意気込みがですね、

推進本部、まち美化をね、作っていかなあかんということで、今回のこの辺の

提案については非常によく勉強しはって、考案されたですけど、もっともっと

広くやっていかなあかんということが私の意見です。よろしくお願いします。 

 

はい。ありがとうございます。他にございますでしょうか。 

幾つかですね、重要なご指摘を頂いたような気がします。特にですね、人つ

くりの問題ですね。もう一つは組織作りの問題。そして、それからシステム作

っていくという問題ですけど。 

特に小学校を中心にやっていく場合ですね、どうしても小学校がやるかやら

ないかかは教育委員会の方の管轄ですので、中々まち美化の方ですと、部署の

ご意見を中々聞いてくれない。言い換えると、それを活かせると、校長先生の

中に理解があればですね、進められるということが一つあるのと。 

もう一つは小学校そのものの中でごみを減らすためとかそういうための予算

がないんですよね。そのために中々、取組みというのはできない。そういう面

からいうと、先程仰ったようにある程度予算を付けたり、あるいはポイント制

度を使うということですけども、特にですね、地方自治体がやってんのはある

いは概念だけかもしれませんけど、いわゆるハーフ・アンド・ハーフという考

え方がありまして。予算貰った内の半分はその予算頂いたところの自由裁量の

範囲内でそれを使っていくということですね。より使い易いような形の予算の

使い方を心掛けるという、そういう形のですね、試みも概念があるあるいは実

際やってるかどうかはちょっと私も詳細は知りませんけど、そういう形とポイ

ント制度を活用して。まあ言い換えると、先程ゲーム感覚という言い方もこの

中でされますけども、いわゆる人のやる気を出させる形の中での人づくりある

いはそういう人をリーダーに養成して。そういう面から言うと、まず人づくり

をやる中では、先程○○委員も仰られたように中々それをやっていくためのリ

ーダーを育てないことにはですね、皆それぞれでやって下さいと言っても、中々

進まない。そういう面から言うと、講習会というのはそういうこともやられま

すからその中でリーダーを育てながら、その人たちを中心にしながら広がって

いくような、そのような形での人づくりなりですね、あるいは組織づくりだと

いうのは非常に重要だろうと思います。 

特にごみの問題というのはですね、行政がああせいこうせい言うても、中々

できるものではありません。元々、行政というものはですね、画一的に追求を

しますと、行政サービスを提供するということですけど、これは一方的で何も

市民の意見を聞かない、そのためにせっかく良いことをやっていてても、中々

市民に理解されない。そういう面から言いますとね、一般的に上手くいかない

と言われていたんですけど、ノーベル経済学賞を貰いました女性のエリノア・

オストロムという人がですね、いやそうじゃないんだと、行政のサービスとい

うのは確かにそういう面で画一的で非効率的だと、お役所仕事だと言われるけ

れども。しかし、それを市民の意見を聞きながらですね、進めていくことによ

って、より効率的になることということを言っています。これはデンマークな

んかでは「ユーザー民主主義」という言葉に、コックなんかは言っているんで

すけど。ごみの問題というのは、行政が如何に市民の声を聞きながら、そして

その中でオストロムの言葉を使うと「コンプロダクション」ですね、日本では

「協働」というふうに訳されてますますけど。共に働くという形でなされてま
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す。そういうことを追及して、そういう面からいうと、「パートナーシップ」と

いう形よりもむしろお互いにですね、それぞれができることをどういう形で連

携を進めることができるのか。そういう形の中でそういうことの市民とそれか

ら行政を結ぶような、そういうリーダーをですね、何らかの形で講習会なり色

んな場を捕まえて、ある意味では育てていくことが非常に重要だろうというよ

う聞いておりまして、思いました。そういう面では、ごみの問題というのは相

手がいると。その相手とどうやってですね、お互いに価値を共有していくかと

いう形の中で進めていく。それがおそらくごみの理解を深める上において重要

なことだろうと。そういう面で行政がどういう情報を出すかということは、非

常に重要な問題ですので、もう少し市民が分かるような形で理解してやってい

く、やる気を起こすような、そういう政策に少しずつステップアップしていっ

ていただけたらなと思います。 

他にありますでしょうか。 

 

はい。 

 

はい。どうぞ。 

 

Ｎｏ．３のですね、「更なるインセンティブを付与した効果的な取組みの推進

について」というところで、具体的な取組みの方向性４つが挙げられておるん

ですが、その中のですね、京都大学等研究所とのコラボレーションというとこ

ろですね。これ先程説明にあったように京都大学の農場ですか。何か２４．６

ヘクタール、どの位あるのか、かなり大きいのだと思うんですけど。という所

から出来てくるんですよね。そうすると、ここに農場が出てくるとですね、農

業廃棄物の処理にはどうしてもこれかかってくると思うんですけど、現在の焼

却場が新しく鹿背山の方に将来できるということなんですけども、何かこれが

出てくるとものすごく増える訳ですよね。現実の廃棄物の量が。ここに研究所

ができて、ここで研究するというのは中々皮肉な感じがしますね。この辺あん

まり主張されてないから、考えられたらどうですかね。というふうに私、今思

います。 

 

まあ、鹿背山には入らないと思います。 

 

そうですか。 

 

はい。産廃の方になりますので。 

 

大学が沢山出すと聞いたことがあるんですけど。 

小さな研究所や小学校であれば、大したことないと思うんですけど。 

 

京大はですね、正に浅利さんが一生懸命頑張ってまして、かなり大学の中で

はごみを減らす、大学の中で。日本の中の大学の中でもかなり、千葉大学と一

緒にですね、評価されている大学ですので。 

 

そう言われますと、安心しました。 

 

事業系になるから、ないですね。 

そういう面から言うと、農業系の廃棄物、特に動物のし尿であるとか、それ

からこういう形の有機廃棄物ですね。これはどちらかと言うと、発酵させて、

そしてここではエネルギーに変えてという形の構想を持っておられるというよ

うな形ですね。むしろ、こういう形のあれをやるのは北海道の大学には非常に
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多いんですけど。帯広の畜産大学とかですね。北海道はやっぱり農場が多いで

すので、牧場が多いのですので、そういう畜産系のやつが多いですのでね。そ

ういうところの中で、できるだけエネルギーに変えていくという、そして温室

とかそういうものに使っていく。ＣＯ２等を考慮した上での新しい農業の取組

みの方向性を創り出されるだろうと思いますので。これを何とかですね、そう

いう取組みの中で付加価値の高い農産物がこういう技研的な所から出てきた場

合、それをどうやって近郊農家がですね、それを自らの農業の中に活かしてい

くかというのは非常に大きなメリットだろうと思いますので、そういう面での

連携の方がむしろ重要な意味を持つような気がしますね。 

他にございますでしょうか。そういう面から言うと、そういう形のものがで

きて、有機的なものでいう形であれば。まあ地産地消がいうと、イオンさんに

買ってもらうとかですね、色々な形が、あるいは他のスーパーさんも含めてお

願いをして、地域の中で循環するというのは一つあり得るだろうと思いますけ

どね。 

そうすると、ごみの問題が農家・農業を活性化し、そして商業を活性化する

という形の仕組みを作っていくと、これも一つのまちづくりになります。アメ

リカでは、ウィックスという有名な人なんですけど、いわゆるフィラデルフィ

アでですね、彼女はホワイト・ドック・カフェというレストランを作って、そ

こへ全部、自分ところの食材を全部地元産にして、という形のローカル・リビ

ング・エコノミーという生きた地域経済という概念を出して、非常に取組みが

全世界、ユーチューブを見ますと、かなり載っているですけども。ユーチュー

ブの中では、そこのレストランのメニューも載ってますし、店の中もレストラ

ンの中とか、彼女のフィロソフィーも作られています。 

そういう面から言うと、正にそういう形でできれば、新しい地域の連携・地

域づくりの中でのごみ減らしと言いますか、そういう形での新しい木津川モデ

ルができるんじゃないかというような気がします。そういう面では、個人的な

取組みから次第にそういったまちづくりに繋がっていくような形でのモデルづ

くりというのが一つ今から求められる。特に地域再生という言葉が出ている中

で口を開けて、国からお金を貰っていても地域再生はできません。むしろ、や

はり地域の中でそういう人づくりであるとか組織づくりであるとかシステムづ

くりという形から言うと、正に国とは違った地域再生・地域づくりという形の

中で、これも一つのそういう計画の中の一つにまとめていくというのは非常に

重要な意味を持つだろうという気がします。是非とも皆様方のアイディアをで

すね、こういうこともやったらどうかという形でこういう産業に結び付けたら

どうかということも今から考えていかなくちゃいけないだろうと思います。 

何でもですね、そういう面でありましたら、よろしくお願いしたいと思いま

す。はい。どうぞ。 

 

私は先程も言いましたけれども、廃棄物減量等推進委員やらしてもらってい

るんですけど。思うことなんですけど、リサイクル研修ステーションへ子供た

ちがもう少し、４年か５年になったらそういう環境の勉強をするんですよね、

そういうことでやっぱり知らない子供、親も知らないし子供も割と知らないし、

これからの世代を担っていく子供たちにそういうことをしている場所があると

いうことをね、やっぱし知ってもらうということで。木津川市では、割と３～

４校位しか見学に来ておられないということで、１３校もあるので、やっぱし

どういう具合にごみというのがこうなってこうなって色々にこう再生されてこ

うなるというね、そういうのもありますので、子供に見てもらうということと、

それをまた親に、子供また親にまたね、来て良かったとか家の中でしゃべった

らね、そのことはものすごく良いことだと思うんですよ。ほんでね、子供たち

をね、もう少し勉強のためにも、また今後の子供たちのまた大人になっても子

供に感じたことはずっと覚えてますもんね。そういうことでリサイクル研修ス
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テーションへもう少し皆、目を向けて、来ていただけたら、ありがたいなとい

つも思っています。いつも会議、役員会をして、またその次の最初の第二木曜

日はね、定例会やって、色んな料理のね、色々やっているんですけどね。子供

が割と来てくれないんですよ。せやから、見に来て勉強してもうたら、こんな

所があんねや面白いなあとかね。そういうところを見てもらうところもあるん

ですよ。紙芝居もね、来てくれはったら、やるようなこうなっている紙芝居も

作っておりますのでね。来てくれる日にちが分かったら、我々またね、そうい

う紙芝居にも協力してね、したいと思いますので、身近なことからちょっとず

つやっていかないと。大きなことは一番良いことですけどね。そういうことを

やっぱし、とりあえず広報にもね、そういうことやってはるということを知っ

てはる人は知ってはるんですけど、全く知らない人もいると思うんですよ。リ

サイクル研修ステーションの場所すら。だから、もう少し興味持っていただけ

たら、ありがたいなあと思っております。 

 

前も出てきましたように、リサイクル研修ステーションをどうやって活用す

るかというのは、非常に大きな意味を持っていますよね。 

 

そういうことです。 

 

はい。ありがとうございました。 

京都市ではですね、これは産業廃棄物の方の関連になりますけれども。最近

は必ずしも、そうとは限らないんですけど。いわゆる産業廃棄物っていうのは、

これは企業が出すものであって、家庭に関係がないということで。中々市民が

産業廃棄物についてですね、目を、気を配ることはない。しかし、実際には私

たちが家を替え、解体をするということになれば、これは産業廃棄物になって

というような、あれもあって。何とか産業廃棄物っていうのは、市民の問題で

すよということで、にも係わってますよということをですね、実際に産業廃棄

物をどうやって市民に分かってもらおうという形の中で、一つやったのが見学

会があるんですよね。いわゆる産業廃棄物なり、あるいはもう最近は産業廃棄

物に限っていませんように、一般廃棄物もそうですけど。家庭から出てきたも

のが本当にリサイクルされてんのかどうか。出してるけど、ちゃんとなされて

いるのかどうか。それをちゃんとですね、見学会で見せようと。それからちゃ

んと埋立をしてんのか。どういう処理で埋め立てがされてんのかと。それをで

すね、見せる。 

先程、おっしゃったようにですね、４年生のあれというのは、ほとんどが焼

却炉なり焼却工場なりに行ってですね、すごい巨大なクレーンが動いていて、

それでコンピューターを使ってやっているちゅうことで、技術に驚いて帰って

くるのは子供たちで。肝心のごみをどうやって減らすかは、中々出てこない。

それでですね、基本的にそういった見学会を開こうということで、最近はです

ね、イオンさんの裏でごみがどういう風に処理されているか、分けられてるか、

そういうとこの裏方まで見せてもらうような形までなってます。だから、そう

いう面から言うと、正に講習会講習会と勉強勉強だけでなくてですね、今おっ

しゃったようにまずはリサイクルセンターでちょっとした勉強をして、そして

後は幾つかそういうリサイクルしてる所への見学会ですね。あるいは、場合に

よっては巨大な高の原のあそこのスーパーでどういう風にごみが出てきて、そ

れがどういう風に集められて、どこに行ってんのかというようなこと。あるい

はアライの森さんところの中でどういうことをやられて、どういうことがある

のか。そういうことを合わせると、現場の人から聞いたらですね、ああこんな

分け方はあかんのやなというようなことは、一番説得力があるんですよね、現

場を見せると。だから、そういう面から言うと、少し見学会なりそれをやれば

いい。大体、京都市では、夏休みに子供たちの募集があります。子供たちは、
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そういう面から言うと、宿題の一つとしてお母さんと一緒に来て、やっていく

という子もいるみたいで。テーマとして捉えていることになります。大人の方

はもう少しですね、秋口位になります、位にやっていると思います。まあ最近

はどうも、月桂冠とかああいう所に行くと、お酒も飲めるなあということでで

すね、人気が高まってきている。どこを見学先に選んでいるのか分かりません

けれども。そういう形の中で、否が応でも少し皆の関心度が出てくるんじゃな

いかという気がします。講習会講習会も良いですけども、正にそういう形でで

すね、市の施設でも構いません。そういう形の見学会を考えられてという形な

ら、楽しみながら、そういう面でごみを学んでいくという、そういう工夫が必

要なんじゃないですかね。 

はい。どうぞ。 

 

先程、会長がおっしゃっていた見学等の話。うちの会社にも小学校から見学

に来られたケースが何回かありまして、その時に説明と紙が一体何から出来て

いるかというのを小学校の子供たちに説明したところ、非常に驚いたというこ

とで、紙が元々木でできているということを皆さん知らないと。そこで紙１ト

ンに対して、樹木約２３本、木が必要だということを言うと、非常に驚いて。

これは紙をしっかりリサイクルしなければいけないなというご意見を沢山頂き

まして。その後、工場見学。そちらの方も先生と一緒に見学してもらいまして。

こんなに大変なのかと、ということを分かってくれたり。私自身も見学会を開

催させていただいて、非常に学ぶことが多かったというか、子供ですからもう

ストレートに入ってくるというか、言いたいこともばっとズバッと言う感じで、

非常に感慨深かったのを覚えています。もし、そういったご協力させていただ

くことがあれば、是非ともさせていただけると思いますので、またよろしくお

願いしたいと思います。 

 

それはもう小学校の先生から直接、見せて欲しいという。 

 

はい。そうです。クラス単位でクラスの担任の先生から頂きました。はい。 

 

熱心な先生はそうやってやられるんですけどね。学校全体になると、でけへ

んとかですね、責任の問題がどうとか、子供たちがそんな所で怪我したらどう

するんやとか、そういうことが起こるんですよね。 

 

よろしいですか。 

 

どうぞ。 

 

本当にね、まとめていただいたもの、こんな風になったら良いなという感じ

で、まとめていただいたなと思っておりまして。私は、この雑紙レンジャーに

すごい期待をしております。 

これもまた食育の方の、全く関係ないことなんですけど、料理でごみが出な

いようにすることを昔、環境フェスティバル、京都の環境フェスティバルの方

へ子供たち、エコクラブの子供たちを集めて、されたことがあります。その時、

またまた聞いてた方が、そのメンバーにもならない幼稚園の子が覚えていて、

いまだにお母さんの横に立って、これはまだ食べれるとかという風に声かけて

くれる。小さいの子の意見というのは、もうお母さん、聞かざるを得ないので、

すごく役に立つと思いますし、本当にそれぞれの色んなグループが活動するこ

とも大事ですけど、小学校でそういう風な全体に、子供たちに声かけていただ

くと、より広く浸透することは間違いないと思いますので、是非それを続けて

いっていただきたいなと思います。 
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やっぱり、何と言っても、今ここで私たち熱心に話し合ってますけど、普通

のおばちゃんの感覚で言うと、まだまだ何でごみ減らさんとあかんのっていう、

まあ少ないに越したことはないけど、っていう思いの人が大半だと思うので、

繰り返し繰り返し、今ごみが増え過ぎて困っているということは伝えていって

欲しいと思いますし。この前、地域長さんを通して、雑紙袋を配っていただい

た時にも一緒にもったいないのでという、紙は貴重な資源ですという、チラシ

を貰ったんですけど、例えばここに今こんなけお金、木津川市でごみ燃やすの

に使ってますよとか。そういうようなことも書いてもらったら、大変なんだな

というのを。まだまだ皆、関心がないものと思って、扱っていただいた方がい

いのかなって。水切りの話にしても、繰り返し繰り返し飽きずにしていただく

ことを、是非お願いしたいと思いますし。関心のある人でも実際やっぱり、出

せる紙、出せない紙ということは細かいところですけども、気付かずにおられ

る方もありますし。私自身、臭いの付いた紙が駄目だっていうのは、この会、

ここの場で初めて知った位で、関心持っていたつもりなのに分からなかったな

と思うことも一杯あるので、是非繰り返しお願いしたいと思いますし。 

また、生ごみの色んなモニターの話を広報なんかで、やっている過程だとか

結果だとか。是非是非、皆さんに知れる形で広報していっていただきたいなと

思います。 

 

はい。ありがとうございます。 

そういう広報のあり方が非常に重要な問題で。他の地域ではですね、幾つか

子供たちの関心を引くためのごみレンジャーが沢山いますので、木津川もです

ね、水切りレンジャーとですね雑紙レンジャーをですね、ちょうど６人いらっ

しゃりますので、三人ずつ水切りレンジャーの格好とそれからもう一つはです

ね雑紙レンジャーになってもらったらですね、正におそらく効果は高いと思い

ます。特に先程、○○委員がおっしゃたようにですね、イベントの時にあれを

すると、駐車場が足りない位になるかもしれませんので、是非ともですね、そ

ういうぬいぐるみを使ってですね。あるいはぬいぐるみというか何というか。 

 是非ともですね、木津川発の水切りレンジャーと雑紙レンジャーをですね、

作っていただけたらと思います。招いた子供たちにですね、どういうデザイン

が良いのか、ポスターで募集をされても面白いかもしれませんね。 

 

 私、でも全然違うイメージを持ってたんですけどね、レンジャーに対して。 

 

 あっ、そう。 

 

 あの、子供たち自身がレンジャーにならはるんかなと思っていました。 

 

 そうですね。 

 

 そうですね。子供がレンジャーになれたら、すごい格好良いなって。はい。 

 

そうか。そうしたら、その方法も一つありますね。募集して。 

 

上手いこと、先生方に持ち上げていただいて、僕はレンジャーだから地域の

活動を。 

 

小学校に一人ずつ、そういうレンジャーを任命したら良いですね。市長が。 

 

そう。 
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そうかそうか、そんなんが。 

 

そしたら、その格好ができるということで、小学校の中でですね、その衣装

が着れるちゅうんやったら、ひょっとしたら子供たちもなりたがるかもしれま

せん。 

 

衣装にまでいかなくても、バッチ一つで子供は満足だと思います。はい。 

 

そうですね。バッチでも良いですね。 

昔はそういうごみ当番とか色々な当番がいましたけど、今はごみ掃除しなく

なったんですね、小学校。だから、そういう面から言うと、ちゃんとそういう

形をあれさせて。我々は廊下拭きとか色々やりましたけども、今はやらないん

ですよね。ですよね、小学校。 

何かレンジャーですね、親玉はおそらくまち美化だろうと思いますけど。ゴ

レンジャーを沢山作ってもらったら。 

 

レンジャーは行政の人にしてもらったら、あとはこう子供たちに。 

 

 

そうそう。それがゲーム感覚じゃないですか。 

決まり。課長、何なりたいですか。水切りの方ですか、雑紙の方ですか。ま

あ、冗談はこの位に。 

 

ちょっと、よろしい。 

 

どうぞ。 

 

女性の方から非常に色んなご意見出ておりますので、ちょっと私、色々考え

ておるんですけど。いわゆる賞味期限ですか、それ切れたのが出てるように、

そのごみの掃除を見ましたら、非常に多くあるんですよね。賞味期限が切れた、

何も手付かずのものが捨てられてるというんですけども、その辺のことについ

てどのような対応というかＰＲちゅうんですか。そういうことをしたら、どう

かなというふうに思うんですけども。 

それともう一点は、これやはり委員会なりで、募集なりしていただいて、こ

の前も清掃センターの見学会あったんですけども、まあ非常に少なかったんで

すけども、今度この色んな実証実験なりされますので、やはりこれは一年に一

回位はこういった所を市内のこういう生ごみを学校でやっておられるとか堆肥

にしておられるとか、あるいはこういう実証実験をやられておられるところに

ついての見学会をしていただいたら、どうかなと思うんですけど、よろしくお

願いします。以上です。 

 

手付かずは、浅利さんが得意なので。 

 

はい。ありがとうございます。 

あのおっしゃる通り、手付かずの食品、まちにもよるんですけども、二割と

か位は出てきますね。賞味期限前のものもあるんですけど、やはり賞味期限切

れて、それを見て捨てる人が多いですね。一つ、アンケートとかしても、賞味

期限と消費期限との見分けがまだ付かないとか、頭で分かっていても行動には

移らないというところがあるのかな。あと思い込みでこれはもう生ものっぽい

ので、消費期限に違いないと思っているけど、実はもう最近は保存剤が多いの

で、というところがあると思いますので、その辺りは呼びかける余地があるん
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じゃないかと。最近、家庭科の教科書に掲載されるようになったと聞いている

んですけど、大人の方が知らない部分があるんじゃないかなという風に思いま

すので、買い物から変えていくというのは非常に重要だと思います。そういう

意味では、全体のこの施策、全体の中でリデュースの視点が若干弱いのかなと

いう印象は持ちました。 

あと結構、生ごみ、今ちょっと流れで行きますと、生ごみをできるだけ家庭

とかで、大きい施設をこうドーンと導入するのではなくて、皆に協力していた

だいて減らしていこうというコンセプトなのかなと、まずは思うんですけども、

中々どこもこれやってみるんですけど、まあそう簡単には上手くいかないとい

うことが多くて、皆さん手探りでされてる中で成果が見られるところもあるの

かなと思いますね。ここでも色んな幾つかのオプションを出してもらってます

けど、もっと家庭に設置し易い手回し式のものとか、色々出てきているので、

とにかく沢山あるんで、自分にあったのを使ってもらえるようにしていく。場

合によっては、例えば、そういうのをまずお試しで貸し出してみてですね、使

えるというのを購入とか補助で持って帰ってもらうみたいな、そんなこともあ

ってもいいのかって。あと、モニターに関しても、京都でも色んな形でやって

みてるんですけども、アドバイザーが教えるというのも良いんですけど、本当

にそのモニターの皆で一緒にやってみようという形でやる方が心理的にハード

ルが低いなっていうのは、やってみて思いまして。皆でとにかく失敗してみて

もいいから、それぞれのやり方でやってみようということでやって、また成果

を持ち帰ったり、これはちょっとうちはあかんかったとかこういう風にやった

ら上手くいったよというのを、ちょっとお茶でも飲みながら、やってみるみた

いな形も良いんじゃないかなと思いました。あと、場所的にもですね、今のリ

サイクル研修ステーションをもうちょっとイメージを変えていって、まあ名前

も含めてカフェ的な感じなのか、まあおばちゃんたちが集まり易いような感じ

なのか、京大のあれも来るので朝市とかに使ってみるとかも含めて、そろそろ

考えてもいいのかなとか。あと、海外とかでは、有機系のレストランとかに生

ごみそのものとか堆肥を持ってったら、割引が貰えるようなそんな取組みもあ

ったりするので、参考にしていただけたらと。 

あと、うちの大学では、ご心配いただきましたけども、そんなに人数来ない

んで、多分そんなに出ないと思うんですけど、一応本部のキャンパスの方でも

今まで落ち葉を全部燃やしていたのをミミズとかを使って、落ち葉の堆肥化を

やって、それをグリーンカーテンに使うというようなこともやっておりますの

で、学校だったらミミズのを使ってみるのもいいのかなというようには思いま

した。参考にしていただければと。 

 

ありがとうございます。 

少しずつですね、見えてきたような気がしますので、是非とももう少しアイ

ディアございましたら、言っていただけたらと思います。 

 

よろしいですか。 

 

はい。どうぞ。 

 

些細なことですけど、本当素朴なアイディアですけどね。非常にこのパッカ

ー車ですね、見ておりましたら、木津川市のパッカー車は非常に綺麗です。集

めておられる時も非常に臭いもしませんし、水垂れもないですわ。だから、ほ

んで何か音楽は流して来てくれはるんですけどね、その音楽ちゅうのももう一

つ分かりにくいんですけども、ごみの収集車が来られたなということはイメー

ジで分かります。その中で私はまたにですね、そのずうっと流したらまた騒音

でどうのこうのまた出てくるか分かりませんけども、ごみの水切りとかあるい
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はごみの減量あるいはそういうリサイクルしますとかいうその、ああいうちょ

うど良いＰＲ車が走っているんですからね、いわゆる業者は集めに来ましたよ

集めに来ましたよって言うて、集めるようなことで回ってますわな。だから、

こういう委託をされた業者の方にも、回っていただくのがちょうどよろしいと

思うんですわ、ＰＲをする。そういうような方向というのは、できるのかどう

か、それは業者さんとのタイアップですけど。そういった素朴なことですけど

も。というのは何で思ったんか言うたら、京都市にこの前、行った時にバス乗

ってましたら、京都市役所の辺りでですね、バスの中で、市バスで鳴らさはる

んですな、ごみについてのことを。だから、そういうその発想がね、パァンと

私は来たんです。だから、そういうことも一つ、どっかの駅の横を通った時は

鳴らすとか、あるいはそういう集会所・公民館付近では鳴らすとか、そういう

ポイント的に鳴らしていったら、そういうイメージにええのかなあと思いまし

た。以上です。 

 

ありがとうございます。 

 はい。どうぞ。 

 

 私、今言ってくれた人のお名前ちょっと分からないですけど。 

 

 ○○さんですね。 

 

 感じたんですけど、パッカー車が音楽鳴ってくると、来やはったなというこ

とは大体分かるんですけどね。それに因んで一週間はぎゅっと三絞りしましょ

うとか、そういう音楽を流しもって走らはって、一週間そうして。今度はまた

ね、違う感じでね、まあ言うたら生ごみの出し方やったら、次はまたそういう

段ボールの出し方とか、そういうことをまた一週間置きに。そういうのをね、

流さはって、パッカー車が走ってもうた方が効果的じゃなかろうかって、今感

じたんですけど。やってみないと分からないですけどね、皆どう思わはるのか。

だから、そういう方法も今、言うてくれはったから。バスの中で流してはるん

ねやったら、そのパッカー車の時にそういう何の音楽鳴ってんのか、えろう分

からんねんけども、そういうのを流してもうたら、ハッと気が付くこともある

んじゃなかろうかと思いました。はい。 

 

 すみません。 

 

 はい。それでは、どっちからいきましょうか。どうぞ 

 

 すみません。 

いつも、ここに来させてもらって、自分の反省をさせていただくんですけど、

子供を持つ親として、自分自身のごみ出しとかというのを改めないといけない

なと思うんですけど。私、実は３人の子供を持ってますけど、木津川市に長ら

く住んでますけど、恥ずかしい話、今、この水切り、ぎゅっと一絞り運動って

いうのは初めてここで耳にした状況なんです。すみません、本当に自分の反省

であれなんですけど。でも、同じことが結局、この。私たち、私は木津川市Ｐ

ＴＡ連絡協議会として来させていただいている訳ですけど、保護者の目線で本

当に同じような人はきっと多いんじゃないかなっていうふうに。私たち、その

普段の会話の中にごみの問題であったり、この水切りとかこんなんしてるよね

とかいうのはあんまり聞いたことがない。話題にすることが正直ないかなとい

うふうに感じたのが現状かなというふうに思ったので、そこにやっぱりアプロ

ーチする方法という、先程から一杯出てる広報っていうところですけど、大概

色んなものが広報に、私も結構広報を読む方なんですけども、パーと流して見
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てた時には見落としているものというのは一杯あるかなと思った中に、耳から

聞くという形の今の提案というのは、すごく良いかなと思うので、まちの至る

所で自然と耳に入ってくるっていうような形というのは、すごくあの、またこ

れ違った視点、目で見るばっかりではなくて、耳から入ってくるという視点は

とても良い視点じゃないかなと思ったのが現状です、感じました。 

もう一点、リサイクル研修ステーションへの子供らの見学というのは、うち

の子供は行った方だったので、全校、行っているもんだと思ってたら、来てな

いということを今お聞きして、ビックリした感じはありますので、そこはやっ

ぱりまち美化さんの方からでないと。教育委員会等々ともっとこうコラボとい

うか連携されて、木津川市の子供たちが３年生になったら、まち見学であった

りとか３・４ってすごい社会見学が一杯入ってくる中で子供たち結構すごく学

んできているなというのは私自身も感じる中で、あそこ行ってこんなんなんだ

とかここ行ってこんなんだったとかっていう、その子供たちの意識を変えて、

そこから親が変わっていくというのは、確かにそうかなって思うので、そうい

ったところをもっと上手く活用されたらどうなのかなというふうには感じまし

た。 

あと、その個人ので変えていかないといけない。私自身も変わっていかない

といけないというところなんですけども、さっき体育館かどっかのどこどこの

落ち葉ってどこに行くんやろなって気にされてるとかっておっしゃってた通

り、学校であったりとか公園であったりとか、この木津川市内、市役所内での

取組みというのがどうなっているのかっていうのを私自身の中では見えない状

況になっているので、やっぱり公共のところが如何にそのやっていかはるかっ

ていうところを見て、おっやってはるんやってことを知ったことによって、う

ちもやっぱりやらなあかんなというふうに一家庭の小割するんじゃなくて、や

っぱりそのコアのところがもっと率先してするということは、必要なんじゃな

いかなとお聞きして、感じたことになります。はい。反省して、これからも続

けます。 

 

はい。ありがとうございます。 

それでは、○○委員。 

 

はい。各委員の意見を聞いてね、手を挙げさせていただいたんですけど、先

程の方の水切りも知らなかったということと合わせて、子と親の方でもっとも

っとやってくれはったら、家庭でもできる。これは非常にね、良い意見やと思

います。それから○○委員の方から市バスでごみを減らそう何とかということ

で、このアピール、うわあ、これすごいなって思いました。それからパッカー

車でも何ちゅう音楽か忘れましたけども、そういう系のものでもいいし。それ

から思ってたんですけど、京都市がそういうような面白い発想ちゅうんか、ま

ち美化さんちゅうか職員だけ違ごて、市民の色んな知識が入ってるんやないか

なと思うんです。これなんかも京都市のパンフレット、ごみを減らす入門書な

んですけどね、中にはごみ減量推進会議って市民会議があるみたいなんですけ

ども、ある意味で楽しくごみを減らそうということでね、まあパフォーマンス

だけで言うてるん違うんですけども、ここの審議会にね、学校の先生方なんか

入っていただいて、木津川市のごみを楽しく減らそうとかね、環境を良くしよ

うとか。やっぱりそういう発想、広い発想ということからしたら、何かこうい

うごみを減らそう座談会ちゅうんですか。まあ、推進会議とかそんな難しい会

議のうてもね、何か集まれて本当に知識を出して、まち美化さんもそれええこ

っちゃなっていう、そういうようなね座談会ちゅうか、そういうような会議ち

ゅうんですか、これ作らはったら、もっと楽しくできるんやないかと思います。

それからキャラクターちゅうんですかね、市の職員さんもね、色々環境週間と

か何とか週間とかあります。色んなイベントも市長さんとか部長さんとか出て
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会 長 
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はりますけどね、そこでちょっと一言、何かやらはったらね。ひょっとすれば、

市の職員さん自身がね、何かの時に面白くやらはったら、あっ面白いやっちゃ

な、そやごみ減らさななあかんなとかね。そうなってくるんでね、そういうよ

うな取組みちゅうんかね。また職員さん自身も何か市民と親近感を抱いてです

ね、仕事も励んでということになりますし、また市民もおおっ頑張ってという

ことになると思うんでね。その辺、何かこの場でこんな発言するの初めてです

けどね、組織づくりやらはったらどうかなって思います。以上です。 

 

はい。ありがとうございます。 

他にございますでしょうか。事業者の方から、先程新井さんの方から見学に

ついては受入オッケーだよというあれですけども、皆さん方のところ、他の委

員の皆さん方のところでそういう形の取組みなり要望というのか、そういうの

はございますでしょうか。あるいは、そういうことがあったら、自分のところ

が引き受けても良いよというのは。 

 

私は事業者と言いましても、一つの小さなお店の店主ですので、このような

取組み云々というのには、あんまりね関係ないというかそれはまたそれなんで

すけど。実は私、この審議会に来させていただいて、中々ね、今までも発言な

んかさせていただかなかったんですけど、ものすごく高度なレベルの会議の内

容であったので、頭痛が起きそうになっております。 

僕、かねがね思ってたんは、ちょっと前の映画の台詞じゃないですけど、事

件は会議室で起こってるんじゃないというのと同じで現場主義ですね。当然な

がら住民の方々、ごみを減らすにはどうしたらいいのかということで、家庭ご

み、燃やすごみの中に雑紙とかがかなりの量が入っていると。これを除ければ

よいと、考えてますね。で、それができないというのは、もちろん住民の方は

面倒臭い・分かってないっていうのがほとんどだと思って、やればできると思

うんです。私もファックス入ってきた普通のＡ４の紙は、用件が済んだら、４

分の１かに切って、メモ用紙に使ってるんです。そこまではいいんですけど、

そのメモ用紙で使ったその後、ごみ箱に捨ててるんですよね。これを、先程あ

りました雑紙用の袋とかを配布していただかなくても、自分の意思さえあれば、

そういう紙袋を用意すればいいということが分かっているので、如何にしてそ

れを実践するかという。それを実践させるためには、行政側がアピールをどう

しましょうと、ぎゅっと水を絞るというのんも方法が中々、分かっておられな

い方も多いと思うので、簡単なことですよということでアピールしていって、

それを酸っぱく言うしかないなと、僕は今まで思っていたんです。けど、今日

の会議の皆さん方の意見を聞いたら、やっぱり会議は必要やなと。色んな意見

が出ましてね、僕のレベルに合った意見が出たんですよ。 

子供たちを上手いこと操って、缶バッチでこう揺さ振りかけるとか、先程の

パッカー車の音楽、あれ多分ね、夕焼け小焼けの赤トンボやったと思うんです

けど、朝に回って来やはるのに夕焼け小焼けなんなんかなって、ちょっと疑問

があった部分もあったんですけど、まああの音楽、割と聞き易いし定着してる

と思うんです。だから、ものすごい単純で簡単な方法が一番だと思うんですよ

ね。やっぱり如何にして、ごみを減らすかという雑紙を除けるとか水切りをす

るとかいうのも口を酸っぱく言い続けるしかないのかなというのが僕の考えな

んです。以上です。 

 

どうも。ありがとうございます。他にございますか。 

はい。それではどうぞ。 

 

給食センターの厨芥生ごみのごみの処理課題ということになってますね。こ

れ燃やすごみとして、３か所の内２箇所はとりあえず、やっているとのことで
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すけど、どことどこですか、処理機でやっているところは。それ、ちょっとお

聞きしたいと思います。 

 

山城・木津・加茂と３か所あります。生ごみ処理機入っているのが山城と加

茂。 

 

山城と加茂。 

 

はい。 

 

では、木津は入ってないんですね。 

 

木津は入ってないんです。 

 

ああ、そうですか。 

それ、ほんなら全部入るんですか。山城・加茂の給食センターの処分する生

ごみは全部入るんですね、できるんですね。 

 

全てではないです。 

 

一部分だけですか。 

 

はい。 

 

半分とか４分の１とか、そういう具合でいくと何ぼ位に入るんですか。この

全体の。 

 

その日によっても量が違いますので。 

 

ああ、そうやんね。種類によっても。 

 

一概に言えないですが、半分あるかどうかなのかなという。まあ、これ憶測

です。 

 

処理機で処理してくれたはる訳ですよね。 

木津の給食センターの方は一応、消滅型で今年からやってくれはる訳ですよ

ね。４月から一応、実証実験ということで、消滅型生ごみ処理機で木津の給食

センターと清水保育園はしてくれはる訳ですよね。 

 

４月と書いておりますけれども、準備でき次第、お願いしたいと思ってます

ので、多分３月位からできるかなと思っております。 

 

分かりました。ありがとうございます。 

 

はい。まだまだ議論したいところですけども、大体時間が予定の時間が来た

ので。今日ですね、色んなアイディアを頂いて、益々ですね、基本的に燃える

ごみの中に入ってるごみを減らそうと。主には、生ごみそれから紙それからプ

ラスチック類ですけど、その中で基本的にリサイクルが可能な、今のルールの

中で可能なですね、生ごみあるいは紙を中心にした形でのリサイクルの方向へ

の話ですね。だから、浅利先生がおっしゃったようにそういう面から言うと、

リサイクルという意味から言うとですね、リデュースの施策がちょっと足りな
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いなという気がしないでもないけども。あと、プラスチックですね、これも減

らすに越したことはないんですけど、一方でですね、出来る焼却工場が熱利用

するということになれば、カロリーがですね、なまじどうしても必要で、まし

てやですね、先程の話じゃないですけど、生ごみが入ってきた場合には水があ

ると、カロリーが下がってしまうという訳で、熱利用しようとしても、冬にな

っても冷水しか出てこないんではちょっと困りますので、それはそれの形のサ

ーマル・リサイクルの方かなというような気がします。いずれにしましても、

そういう形の方向の中で色んな施策、これにはどうしてもお金が、予算の裏付

けがないと、中々動いてくれないというところもあります。特にですね、色ん

な新しい事業をしていきますと、初期的な費用がかかりますので、それをどう

するのかというような問題も出てきます。そういう面でですね、ちょっとまた

日にちが空きますけど、次回以降ですね、そういう面から言うと、少しそうい

うリサイクルを進めていくための資金といいますか、キーと言うのですかね、

そういうものをどういう形で考えていったらいいのか。場合によっては、有料

化ということも含めた形の中でどういうふうにですね、それを進めていくかと

いうことについてのご議論を頂きたいと思いますのでよろしゅうございますで

しょうか。 

 

追加意見。 

 

追加意見、どうぞ。 

 

追加意見です。先程、会長の方からね、ごみの分別ということ、新しい清掃

工場ができるということでね、その辺のエネルギーが必要ということで、これ

につきましては前回の３４頁、最終でですね、言って。その辺の分かり易いご

みの捨て方したらどうやということで、委員さんの方から提案があるんですけ

ど、事務局の方から分別につきまして、まだ確固たるものは決定いたしません

けどもということで、基本的には変わらずと思ってますということですけどね。

最近プラスチックごみにつきましても、その辺燃やすやつとエネルギーですか

再利用するやつということで、そういう今月１月からやっておられたみたいな

ので、この事案は事務局さんからね、いや今考えてませんと違ごて、ちょっと

その辺の状況も踏まえてですね、この辺の稼働もありますし、ちょっと今勉強

して、考えていただけたらと思います。 

 

ちょっと今のところで話せる範囲内の中で、事務局の方から１つご説明いた

だけたらと思います。 

 

すみません。○○でございます。 

今、進めております新たなクリーンセンターの焼却施設の関係とごみの関係

ですけど。先程から話ありましたようにサーマル・リサイクルを進めようとい

うことで、クリーンセンターの方は計画を持っております。従いまして、先程

浅利先生の方から話ありましたように、リデュースでありますとかそうかリサ

イクル、そういったことした上で残ったものを燃やせるものについては燃やし

て、そのエネルギーを回収していこうということで思っておりますので、発電

施設を併設するということでございます。発電施設につきましても、今の計画

におきましては、今までのクリーンセンターにつきましては発電施設の効率が

１０％足らずの所が多かった訳ですけど、１２％以上の高効率発電を目指して

いこうということで今、進めています。その中で、クリーンセンターの燃やす

ごみの種別ですけども、当然今、集めさせてもらっています燃やすごみ、それ

に加えましてプラスチック類につきましても十分燃やせるだけの能力を備えた

クリーンセンターを造っていこうということで進めておりますので、生ごみそ
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れと廃プラスチック類、こういったものにつきましては新たなクリーンセンタ

ーで燃やしていきたいというふうに思っています。ただし、プラスチック類の

中におきましても、良いプラスチック類ということで容器包装の関係につきま

しては、既にリサイクルというルートが確立されておりますので、容器包装類

につきましては従来通りそういったルートでのリサイクルを進めていきたいと

いうことで思っております。以上でございます。 

 

はい。ありがとうございました。 

そしたらですね、今日の議論はこれで終わりにしまして、事務局の方から今

後のスケジュール等につきまして、お話を頂けたらと思います。 

 

はい。すみません。 

それでは、慎重なご議論頂きまして、ありがとうございました。それではで

すね、議事次第にもございますけど、その他ということで次回の審議会の日程

について、お知らせをさせていただきたいという風に思います。次回はですね、

２月を考えてございまして、５月の１８日、月曜日。５月の１８日、月曜日の

午後１時からという事でお願いをしたいというふうに考えております。これま

で２時ということでお願いをしておりましたが、今回午後１時ということで、

場所についてはいつもの場所ということで、お願いをしたいというふうに考え

ております。以上でございます。 

 

はい。ありがとうございます。 

では沢山ですね、ご議論頂きまして、かなりですね、より具体的なイメージ

が事務局も含めて共有できたと思います。また、今後ともですね、活発なご議

論を頂きたいと思います。どうも、ありがとうございました。どうも、ご苦労

様でした。 

 

ありがとうございました。それではですね。最後になりますが、生活環境部

長の駒野から一言ご挨拶を申し上げさせていただきます。 

 

皆様、本日は慎重審議ありがとうございました。郡嶌会長におかれましては、

議事進行をスムーズに進めていただきまして、ありがとうございました。皆様

から本当に色んなご意見を頂き、行政側としましても耳の痛いお話も頂いたと

ころでございます。組織づくりの方も大切であるというご意見を頂きました。

今、本日提案させていただいた中でも城山台をエコ・スクールとして、それが

モデル校となって、そこから他の学校にも広がっていけばいいなというふうに

考えておりますので、中々パッといってパッとできるというものではないと思

っておりますので、ゆっくり皆さんのご意見頂きながら、着実に進めて参りた

いと思っております。ＰＲの方法も広報だけでなくって、音を利用したらどう

かという何かすごく良いご意見を頂きました。実現できるかどうか別にいたし

まして、京都市では既に実施されているということですので、私も検討してい

きたいと思っております。以前から浅利副会長の方からも言っていただいてお

りましたけども、リデュースの取組みについてですね、買い過ぎないとか食べ

たものを残さない、食べ物を残さない、作り過ぎない、ごみを出さないといっ

たような取組みですね。そんなもったいないライフサイクルの方も進めていく

ことが大事ではないかなというふうに、私も思っております。今後におきまし

ても、また皆様のご意見を色々と頂きながら。あっ、それと忘れてましたが、

減量化推進委員の皆さんには日頃から大変お世話になっております。ぎゅっと

一絞り運動も市役所の中で、実際にやっていただいて、ＰＲ活動していただい

ております。できるだけ多くの方にどうして伝えれば良いかということで、多

くの人が集まれるイベント、今年これやましろ祭りでぎゅっと一絞り運動を実
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 際にやっていただきました。他にも木津川市の中で多く人が集まるところがあ

りますので、そういったところでまた連携を取りながらやっていければと思っ

ております。郡嶌会長からも言っていただいていましたように、お役所仕事は

市民の意見を反映すると、効率的にやっていけるというお話でしたので、ごみ

減量化等推進委員さんは正にエコ・リーダーでいらっしゃりますので、市民と

のパイプ役ということで、市と連携を深めて、共に頑張っていきたいと思いま

すので、皆さんからのご意見も色々頂きながら、取り組んで参りたいと思いま

すので、今後におきましても、どうぞよろしくお願いします。本日はありがと

うございました。 
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